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令和４年
第３回定例会

　令和４年第３回定例会は、
９月７日から９月30日までの
24日間の会期で行いました。
　令和３年度決算の認定や補
正予算の審議等が行われ、全
て全会一致で原案のとおり可
決しました。

●議案等の上程件数　�21 件
　＜内訳＞
　決算　　　６件　2P～ 5P
　補正予算　７件　5P
　人事　　　２件　5P
　条例　　　４件　
　その他　　２件　　　　　

議会に上程された全ての議案の
議決結果については、市議会HP
に掲載しております。

どう使われた!?
東松島市のお金は
９月に開催される議会は、前年度の決算を審査し、
認定を行う「決算議会」と言われます。

歳出（支出）
250億円
6,527万円

民生費
67.1億円
26.75%

衛生費
16.6億円
6.63%

労働費
0.2億円　0.07%

農林水産業費
10.3億円 
4.09%

商工費
10.0億円　3.98%

総務費
41.5億円
16.55%

土木費
40.5億円
16.17%

議会費　1.7 億円　0.67％
災害復旧費

2.8億円　1.12%

教育費
33.4億円
13.31%

公債費
17.3億円
    6.89%

消防費
9.4億円　3.76%

学力向上推進事業
概要　教員の指導力を高めるととも
に、小・中連携や小・小連携教育の推進、
民間活力の導入等により教育活動の充
実を図る。
問　民間活力の導入等により教育活動
の充実を図るとあるが、どのような人が
どのような方法で教育活動の充実を図っ
たのか。
答　小学校では社会科による民間工場
の見学、中学校ではキャリア教育にお
いて職業人の話を聞く会や職場体験を
行った。また、ＳＤＧｓ出前授業を小
学校５校で実施し、産学官連携によ
る「プラスチックごみ問題」を中心に
環境について学ぶ体験型授業を行った。
さらに、矢本東小学校では、地元新聞
社が出前授業を年４回行った。

食糧需給総合対策
事業
概要　水田の効率的な
利用を促進し、主食で
ある米の安定供給を図
る。
問　収入減少等がみら
れる農業者に対する補
助金は、何名に交付し、
金額はいくらか。
答　令和４年産米の安
定した作付けを図るた
め、主食用米次期作緊
急支援金として、433
経 営 体 に 対 し、 総 額
6,207 万 7 千円を交付
した。

産業用地整備事業
概要　雇用等を増加させる企業立地
促進を図るため、その受け皿となる新
たな産業用地の整備等について検討
を図る。
問　市内の土取場等 29 か所を対象に
調査を実施し、その中から評価点の高
い６か所を適地候補地として選定し
た上で、それぞれの土地利用計画案と
概算事業費等の基本計画等を作成し
たとあるが、それらの内容を提示すべ
きでは。
答　調査結果は、令和３年度末に概要
版を市ホームページで公表した。な
お、適地候補地は全て私有地であり、
地権者の同意を得ていないことから、
詳細な場所、土地利用計画案、概算事
業費等を公表していない。

※金額は百万円以下を、% は小数点第３位以下を四捨五入しているため合計が
　一致しない場合があります。
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令和３年度一般会計外5会計の
決算について全員一致で全てを認定

市の財政状況は？

財政力指数 0.46
数値が高いほど自主財源の割合が
高く、財政力が高い。
令和２年度は 0.46。

財政力は？

経常収支比率 92.6％
数値が高いほど財政状況が悪い。
令和２年度は 93.3％。

余力は？
実質公債費比率

 9.5％
25.0％以上は財政健全化計画を
作成しければなりません。
令和２年度は 7.5％。

借入金の負担度は?

（3ヵ年平均）

　令和3年度一般会計決算では、歳出決算額が前年度比145億6,742万2,353円減の250億6,527万
3,537円となりました。
　監査委員からは、令和3年度一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算書等は、いずれも正確であり、財
務事務に関する執行、予算の執行状況についてもおおむね適正であると認められました。また、令和3年
度下水道事業会計も適正と認められました。

　令和3年度の一般会計外5会計総額373億1,802万6,169円の決算審査を財務常任委
員会に付託され、9月20日から9月28日までの日程で、総務分科会、民生教育分科会、
産業建設分科会の3分科会で、所管に属する事業内容と歳入歳出決算を慎重審査し、9
月28日には6か所の現地調査を実施した。結果、総務で3事業、民生教育で5事業、産
業建設で3事業の3分科会合計11事業の留意すべき案件が指摘され、今後これらの事業
の推移を検証するとした。付託議案である令和3年度一般会計歳入歳出決算、国民健康
保険特別会計歳入歳出決算、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、介護保険特別会
計歳入歳出決算、柳の目地区産業用地造成事業特別会計歳入歳出決算及び下水道事業
会計決算は、全て認定と全員一致で可決した。

財務常任委員会　委員長報告

▲委員長報告を行う
　五野井財務委員長

防災対策推進事業
概要　災害に強く安全なまちを
つくるため、大規模災害に備える。

問　備蓄品の状況はいかに。
答　防災備蓄計画に基づき約 10
万食の食糧、飲料水、各資機材
等を鷹来の森運動公園内にある
防災拠点備蓄基地や市内 24 か所
の分散備蓄倉庫等に配備してい
る。賞味期限や使用期限がある
ものは、期限を迎える前に更新
している。

協働のまちづくり推進事業
概要　地域住民が主体的にまち
づくりに参画して自ら地域課題
を解決する能力を高めるととも
に、自立した地域運営と東松島
市を担う地域の人材育成を行う。
問　地域まちづくり交付金の見
直し作業を実施するとしていた
が、決算にどのように反映して
いるか。
答　令和３年度は、同交付金の
自治活動推進事業分の算定方式
について見直しを行った。新た
な算定方式は、令和４年度から
適用する。

新型コロナウイルスワク
チン接種事業
概要　新型コロナウイルス感染
症の発症を予防し、死亡者や重
症者の発生をできる限り減らし、
結果として新型コロナウイルス
感染症のまん延の防止を図る。
問　ワクチン接種率向上のため
にどのようなことをしたか。　
答　市民に対し、市報等により
最新の情報を丁寧に周知するよ
う努めた。また、市民のニーズ
に対応するため、個別接種、集
団接種及び施設への訪問接種を
実施し、接種率向上に努めた。

分科会審査の内容の一部をご紹介します。
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問　
「
道
の
駅
の
整
備
」
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
度
開
設
の
見
通
し
は
。

答　
道
の
駅
の
管
理
区
域
等
に
係
る

事
前
協
議
が
進
捗
し
た
こ
と
か
ら
見

通
し
が
立
っ
た
と
考
え
る
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
１

か
所
増
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
相
談

体
制
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
医
療
・

介
護
の
連
携
強
化
に
努
め
た
と
あ
る

が
、
具
体
的
な
成
果
は
。

答　

相
談
件
数
が
令
和
２
年
度
の

３
２
２
件
か
ら
令
和
３
年
度
は

６
０
１
件
に
増
加
す
る
な
ど
、
高
齢

者
の
悩
み
や
不
安
に
寄
り
添
い
、
き

め
細
や
か
な
支
援
が
で
き
た
。

問　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を

活
用
し
、
各
種
感
染
対
策
事
業
及
び

経
済
対
策
事
業
を
実
施
し
た
と
あ
る

が
、
そ
の
成
果
は
。

答　
額
面
総
額
３
億
９
千
万
円
の
３

割
増
商
品
券
発
行
や
基
幹
産
業
で
あ

る
第
一
次
産
業
の
農
業
者
及
び
漁
業

者
に
対
す
る
支
援
金
で
消
費
拡
大
及

び
事
業
継
続
等
、
市
内
経
済
の
持
続

に
つ
な
が
っ
た
。

問　
市
営
住
宅
１
，
５
０
０
戸
全
て

の
管
理
を
一
般
社
団
法
人
東
松
島
み

ら
い
と
し
機
構
へ
委
託
し
、
効
率
的・

経
済
的
に
運
営
し
た
結
果
、
執
行
額

問　
職
員
数
、
人
員
配
置
、
組
織
体

制
は
適
正
だ
っ
た
か
。

答　
業
務
量
に
応
じ
た
適
正
な
職
員

数
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
時
々
の
課

の
人
員
配
置
や
組
織
改
編
を
適
宜
行

い
、
合
理
化
・
効
率
化
を
図
っ
た
。

問　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
、
各

種
施
設
の
指
定
管
理
料
、
地
区
自
治

会
へ
の
交
付
金
等
の
節
減
努
力
は
。

答　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
は
、

長
寿
命
化
計
画
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
の
縮
減
を
図
っ
た
。
指
定
管
理

料
は
、
直
営
よ
り
も
安
価
な
こ
と
を

確
認
し
た
。
地
区
自
治
会
へ
の
交
付

金
は
、
交
付
基
準
の
見
直
し
の
た
め

自
治
会
長
と
意
見
交
換
し
た
。

問　
防
災
拠
点
備
蓄
基
地
の
運
営
状

況
と
管
理
手
法
は
。

答　
絆
管
理
事
務
所
に
管
理
を
委
託

し
、
施
設
の
点
検
、
備
蓄
品
の
確
認
、

更
新
等
を
行
っ
た
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
額
が
前

年
度
よ
り
大
幅
に
減
額
と
な
っ
た
要

因
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
国
外
の
牛
タ
ン
消
費
需
要
の
高
ま

り
か
ら
人
気
返
礼
品
で
あ
る
牛
タ
ン

の
仕
入
れ
が
困
難
と
な
っ
た
。

問　
成
果
が
実
感
で
き
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
組
事
業
は
。

を
削
減
で
き
た
と
あ
る
が
、
経
費
削

減
内
容
は
。

答　
令
和
３
年
度
か
ら
全
て
の
市
営

住
宅
を
管
理
替
え
し
た
結
果
、
決
算

に
お
い
て
約
４
千
６
８
９
万
円
の
大

幅
な
経
費
削
減
と
な
っ
た
。

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
備
後
、
児

童
生
徒
及
び
教
員
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

答　
児
童
生
徒
の
ス
キ
ル
の
差
に
対

応
す
る
た
め
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
「
イ
ト
ナ
ブ
」
と
連
携
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
力
の
個
別
支
援
を

毎
月
行
っ
た
。
ま
た
、
教
員
の
対
応

と
し
て
、
各
学
校
が
抱
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
係
る
課
題
解
決
に
向
け
た
研
修
会

を
実
施
し
た
。

答　
市
独
自
の
東
松
島
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ラ
イ
ブ
、
環
境
絵
日
記
受
賞
表
彰
式

等
の
多
く
の
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

問　
市
税
・
使
用
料
の
滞
納
処
理
へ

の
取
組
は
充
分
だ
っ
た
か
。
特
に
、

過
年
度
の
徴
収
と
不
納
欠
損
分
の
関

係
は
。

答　
徴
収
と
不
納
欠
損
の
状
況
は
改

善
し
た
。
令
和
３
年
度
か
ら
、
組
織

全
体
と
し
て
共
有
す
る
活
動
に
つ
い

て
、
市
債
権
管
理
委
員
会
を
中
心
と

し
て
運
用
し
て
い
る
。

問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

沿
っ
た
教
育
用
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

は
、
学
力
向
上
に
ど
の
よ
う
に
寄
与

し
た
か
。

答　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
が
学
習

ツ
ー
ル
と
し
て
児
童
生
徒
に
定
着
し
、

資
料
収
集
力
等
が
高
ま
っ
た
。

自
公
・
市
民
の
会 

 

土　
井　
光　
正

松　
桜　
会 

 

大　
橋　
博　
之

決算の内容について、各会派において質疑を行いました。その内容の一部をご紹介します。

総 括 質 疑
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
の

収
入
済
額
と
支
出
済
額
の
差
引
残
額

は
約
６
千
万
円
だ
が
、
他
会
計
か
ら

の
繰
入
金
を
除
い
た
実
質
収
支
は
約

３
億
円
の
資
金
不
足
で
あ
る
。
他
会

計
も
同
様
の
資
金
繰
り
で
あ
る
。
一

般
会
計
か
ら
他
会
計
へ
の
繰
出
金

合
計
は
、
約
14
億
９
千
万
円
で
あ

る
。
一
般
会
計
の
状
況
は
、
収
入

済
額
約
２
百
65
億
円
、
支
出
済
額

約
２
百
51
億
円
、
収
入
済
額
の
う

ち
前
年
度
繰
越
金
約
17
億
７
千
万

円
を
差
引
い
た
単
年
度
収
支
は
約

３
億
６
千
万
円
の
資
金
不
足
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ
い
て
問
う
。

問　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
他
６
会

計
に
対
す
る
評
価

答　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
医

療
・
介
護
保
険
事
業
は
、
費
用
を
国
、

県
、
市
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
で

負
担
す
る
こ
と
が
法
令
等
で
定
め
ら

れ
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
も
交

付
税
等
が
措
置
さ
れ
て
い
る
。
下
水

道
事
業
会
計
も
同
様
で
あ
る
。
資
金

不
足
す
る
こ
と
無
く
事
業
運
営
で
き

た
と
評
価
し
て
い
る
。

問　
資
金
不
足
し
て
い
る
３
特
別
会

計
及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
事
業
の

推
移
の
評
価

答　
保
険
事
業
及
び
下
水
道
事
業
へ

の
繰
出
金
等
は
、
法
令
に
沿
っ
て
お

り
、
今
後
も
事
業
を
継
続
す
る
た

め
に
必
要
と
評
価
し
て
い
る
。
な
お
、

監
査
委
員
に
よ
る
審
査
意
見
で
も
、

「
国
が
定
め
た
基
準
に
よ
り
、
必
要

な
経
費
の
一
部
は
、
一
定
程
度
の
一

般
会
計
の
負
担
が
必
要
な
も
の
」
と

の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
一
般
会
計
と
他
会
計
の
資
金
繰

り
調
整
に
対
す
る
評
価

答　
各
会
計
の
日
毎
の
収
支
状
況
を

見
据
え
た
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
、

資
金
に
余
裕
の
あ
る
他
会
計
か
ら
一

時
的
に
運
用
す
る
会
計
間
相
互
繰
り

替
え
運
用
を
行
い
、
金
融
機
関
か
ら

の
一
時
借
入
に
よ
る
利
子
も
無
く
資

金
調
整
が
で
き
た
と
評
価
す
る
。

清　
新　
会 

 

五
野
井　
敏　
夫

人
権
擁
護
委
員

�

の
推
薦

　
現
人
権
擁
護
委
員
の

伊
藤
美
也
子
氏
と
鹿
野

義
博
氏
を
法
務
大
臣
へ

推
薦
す
る
こ
と
に
も
同

意
し
ま
し
た
。

染
症
対
策
衛
生
環
境
改
善
事
業

の
学
校
施
設
網
戸
設
置
工
事
設

計
業
務
委
託
料
２
０
０
万
円
、

網
戸
設
置
工
事
８
０
０
万
円
の

内
訳
は
。

答　
赤
井
小
学
校
及
び
鳴
瀬
桜

華
小
学
校
を
除
く
全
て
の
小
中

学
校
の
体
育
館
に
網
戸
を
設
置

す
る
。

問　
赤
井
小
学
校
と
鳴
瀬
桜
華

小
学
校
の
体
育
館
へ
の
網
戸
設

置
予
定
は
。

答　
赤
井
小
学
校
体
育
館
は
、

改
築
予
定
の
た
め
設
置
し
な
い
。

鳴
瀬
桜
華
小
学
校
体
育
館
は
、

防
衛
省
の
補
助
金
を
活
用
し
新

設
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
完
了

検
査
が
済
み
次
第
、
網
戸
設
置

に
向
け
防
衛
省
と
調
整
し
た
い
。

問　
蔵
し
っ
く
パ
ー
ク
母
屋
等

解
体
撤
去
工
事
終
了
後
、
そ
の

跡
地
の
活
用
方
法
は
。

答　
空
き
地
は
、
駐
車
場
と
し

問　
国
道
45
号
の
矢
本
歩
道
橋

撤
去
に
伴
う
市
道
改
良
の
具
体

的
な
整
備
内
容
は
。

答　
国
が
矢
本
歩
道
橋
を
撤
去

後
、
市
道
の
範
囲
内
で
歩
道
と

排
水
路
の
取
付
け
工
事
を
行
う
。

な
お
、
市
道
新
沼
・
上
河
戸
線

は
、
今
後
防
衛
省
事
業
で
整
備

予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
工
事
は
暫
定
的
な
も
の
で
あ

る
。

問　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
可

能
と
な
っ
た
場
合
、
４
回
目
ワ

ク
チ
ン
未
接
種
者
は
申
し
込
み

す
れ
ば
、
接
種
で
き
る
の
か
。

答　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク

チ
ン
は
、
４
回
目
ワ
ク
チ
ン
未

接
種
者
に
優
先
接
種
す
る
よ
う

国
か
ら
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

10
月
か
ら
個
別
接
種
が
可
能
と

な
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

て
整
備
す
る
。
残
る
建
物
に
つ

い
て
は
、
現
在
有
効
活
用
に
向

け
検
討
し
て
い
る
。

問　
英
語
検
定
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
補
助
金
は
今
後
も
継
続
す
る

の
か
。

答　
矢
本
西
小
学
校
と
赤
井
南

小
学
校
が
英
語
教
育
の
教
育
課

程
特
例
校
と
し
て
今
年
３
月
に

指
定
を
受
け
、
今
年
度
か
ら
小

学
１
年
生
か
ら
英
語
に
慣
れ
親

し
む
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
継
続
し
た
い
。

問　
公
立
保
育
所
及
び
学
童
保

育
空
気
清
浄
機
購
入
事
業
は
全

室
対
応
か
。

答　
公
立
保
育
所
全
体
で
60
台
、

学
童
保
育
で
は
34
台
の
購
入
を

予
定
し
て
い
る
。
保
育
所
、
学

童
保
育
に
必
要
台
数
を
確
認
し
、

決
定
し
た
。

一
般
会
計

９
億
１
，５
０
０
万
円
を
追
加

質
疑
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

9
月
補
正
予
算
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１　新型コロナウイルス感染症対策について
２　本市が抱えている政策課題について
３　防火水槽の設置について

し
は
。

答　
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
や
も

と
工
業
団
地
に
お
い
て
、
複

数
企
業
と
立
地
に
向
け
た
前

向
き
な
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

３
件
目

問　
牛
網
駅
前
一
丁
目
及
び

二
丁
目
へ
の
大
規
模
災
害
に

備
え
た
新
た
な
消
防
水
利
の

確
保
は
。

答　
過
疎
債
を
活
用
し
、
防

火
水
槽
の
整
備
を
計
画
す
る
。

石森　晃寿 議員

問答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

国・県
の
対
応
に
沿
っ
た
対
策
を
す
る

答　
高
台
へ
の
立
地
を
活
か

し
た
一
時
避
難
場
所
と
し
て

も
活
用
で
き
る
道
の
駅
と
し

て
、
令
和
６
年
春
の
完
成
、

開
業
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
「
令
和
の
果
樹
の
花
里

づ
く
り
」
の
完
成
の
時
期
は
。

答　
東
名
運
河
側
３
．
７
ha

と
野
蒜
海
岸
側
６
．
３
ha
へ

の
果
樹
の
植
樹
に
つ
い
て
は
、

概
ね
今
年
度
中
の
完
成
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
「
企
業
誘
致
」
の
見
通

１
件
目

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
者
数
の
推
移

は
。

答　
令
和
２
年
11
月
17
日
に

初
め
て
本
市
で
４
人
の
感
染

が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
本
年

９
月
11
日
ま
で
３
，
１
３
８

人
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
。

答　
９
月
４
日
現
在
の
３
回

目
ワ
ク
チ
ン
接
種
終
了
者
は
、

２
８
，２
６
３
人
で
78
．９
％

と
な
っ
て
い
る
。

問　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
時
期
は
。

答　
国
・
県
の
対
応
を
踏
ま

え
、
順
次
、
対
象
者
に
接
種

を
進
め
る
。
接
種
時
期
は
、

市
報
等
で
お
知
ら
せ
す
る
。

２
件
目

問　
「
道
の
駅
」
の
完
成
時

期
は
。

▲期待される「オミクロン株」に対応する新型コロナワクチン接種

議会中継は
こちら

東松島市第２次総合計画後期基本計画まちづくりの方向性別目次

※質問した議員が責任をもって原稿を作成しています。

１　産業と活力のある住みたくなるまち 市道及び公園の維持管理、ゴミの不法投棄の監視巡回はいかに
 五野井　P  7

本市が抱えている政策課題について 石森　P  6 公共料金の値上げに関する考え方について問う  井出　P  8
新設予定の道の駅について 五野井　P  7 住宅地及び市街化区域の拡大を問う 千葉　P  8

道の駅構想の進捗状況について 千葉　P  8 豪雨災害等における早急なインフラ整備の強靭化を図れ
 土井　P  9

工業団地の分譲について 熊谷　P10 道路交通の安全に関する諸課題について伺う　 土井　P  9
今後の観光資源の活用方法を問う 大橋　P10 レジ袋削減について　 熊谷　P10
２　子育てしやすく誰もが健康で安心して暮らせるまち 市営墓地の整備について　 長谷川　P11
新型コロナウイルス感染症対策について  石森　P  6 住民要望による信号機設置について　 　  長谷川　P11
高齢化社会における喫緊の課題に対処せよ 土井　P  9 通学路の整備について　　　　　　 　　  　滝　P11
地区自治会制度のあり方について問う  阿部（秀）　P  9 大雨発生時の汚水排水不良について問う　   浅野　P12
まちづくりへの市民の参画について問う  阿部（秀）　P  9 災害公営住宅の払い下げについて　　　 　  浅野　P12
３　次世代を担う人材を育む学びと文化・スポーツのまち ５　持続可能な行財政運営が図られ市民から信頼されるまち
学校体育・運動部活動を地域移行への対処はいかに 五野井　P  7 笑顔と元気なあいさつを徹底せよ　 大橋　P10
市内スポーツ振興のための環境整備・人材育成について
 齋藤　P  7 本市のデジタル課創設について　　　 　  浅野　P12

子どもたちの体力・学力向上施策について問う  井出　P  8 デジタル行政とマイナンバーの推進を問う　　　 　  櫻井　P12
４　災害に強く安全で快適で美しいまち 東日本大震災追悼式のあり方について　　　 　  櫻井　P12
防火水槽の設置について　 石森　P  6
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１　新設予定の道の駅について
２　市道及び公園の維持管理、ゴミの不法投棄の監視巡回は
　　いかに
３　学校体育・運動部活動を地域移行への対処はいかに

▲ウルトラマンバスの利便性の更なる向上を

▲道の駅建設予定地

の
乗
り
入
れ
経
路
対
応
は
。

答　
下
り
線
矢
本
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
か
ら
市
道
百
合
子

線
経
由
で
計
画
し
て
い
る
。

問　
子
供
広
場
の
併
設
は
。

答　
現
在
は
計
画
し
て
い
な

い
。
Ｔ
４
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
機
体
展
示
を
含
む
休
憩
広

場
と
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備
を

予
定
し
て
い
る
。

問　
経
営
母
体
、
形
態
は
。

答　
㈱
東
松
島
観
光
物
産
公

社
を
検
討
し
て
い
る
。

２
件
目

問　
除
草
の
頻
度
は
。

答　
市
道
は
年
２
回
、
公
園

は
年
３
回
実
施
し
て
い
る
。

問　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

態
は
。

答　
毎
月
２
回
、
年
24
回
程

度
実
施
し
、
路
面
状
況
、
構

造
物
等
の
破
損
や
草
の
繁
茂

状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

３
件
目

問　
ス
ポ
ー
ツ
庁
第
３
期
ス

ポ
ー
ツ
基
本
計
画
の
策
定
を

受
け
、
現
在
の
学
校
部
活
動
、

特
に
運
動
部
活
動
の
地
域
移

行
を
令
和
５
年
度
か
ら
令
和

７
年
度
末
ま
で
の
３
年
間
を

目
途
に
実
施
す
る
と
あ
る
が
、

移
行
に
伴
う
指
導
者
、
施
設

の
確
保
は
。

答　
外
部
指
導
者
や
市
の
ス

ポ
ー
ツ
関
係
団
体
等
が
想
定

さ
れ
る
。
施
設
は
、
現
施
設

を
活
用
す
る
。

問　
経
費
財
源
の
確
保
は
。

答　
現
時
点
で
は
国
・
県
に

迅
速
な
情
報
提
供
を
求
め
る
。

問　
大
会
日
程
等
の
調
整
は
。

答　
国
・
県
が
行
う
検
討
の

推
移
を
注
視
す
る
。

１
件
目

　
新
設
予
定
の
道
の
駅
に
つ

い
て
問
う
。

問　
敷
地
面
積
の
拡
大
は
。

答　
拡
大
は
で
き
な
い
。

問　
三
陸
道
下
り
車
線
か
ら

可
能
な
限
り
有
効
活
用
す
る
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
人
材

登
用
を
積
極
的
に
行
う
た
め

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

制
度
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答　

本
制
度
は
、
志
を
持

つ
、
専
門
的
知
識
、
経
験
を

有
す
る
若
い
方
々
を
本
市
の

移
住
に
つ
な
げ
る
地
域
活
性

化
に
有
効
な
仕
組
み
と
認
識

し
て
い
る
。
し
か
し
、
最
長

３
年
間
の
任
期
満
了
後
は
任

地
で
就
業
ま
た
は
起
業
す
る

こ
と
が
原
則
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
市
の
人
口
規
模
で
は

任
期
満
了
後
の
就
業
先
と
な

る
ス
ポ
ー
ツ
関
連
企
業
等
に

課
題
を
有
し
て
い
る
。
今
後

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
つ
い
て
研
究
す
る
。
ま

た
、
市
内
の
人
材
育
成
を
含

め
た
か
た
ち
で
、
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
の
質
の
向
上
と
人
員

確
保
を
目
指
す
。

問　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
基
金
寄

贈
の
通
称
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
バ

ス
の
運
用
は
、
基
金
の
理
念

に
沿
っ
て
運
用
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
今
後
の
運
用
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

答　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
基
金
は
、

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
支

援
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。

寄
贈
さ
れ
た
バ
ス
は
、
小
中

学
生
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の

対
外
試
合
や
規
模
の
大
き
な

大
会
へ
の
参
加
、
市
内
保
育

所
や
小
中
学
校
の
各
種
行
事

等
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の

た
め
に
広
く
活
用
し
て
い

る
。
今
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
加
入
団
員
数
の
減
少
に

伴
う
保
護
者
の
経
済
的
負
担

軽
減
の
た
め
、
補
助
金
に
加

え
、
バ
ス
の
運
用
に
つ
い
て
、

利
用
条
件
の
緩
和
等
を
行
い
、

五野井敏夫 議員

齋藤　徹 議員

１　市内スポーツ振興のための環境整備・人材育成に
　　ついて

問

問

答

答

新
設
予
定
の
道
の
駅
に
つ
い
て
問
う

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
に
つ
い
て

国
と
の
協
議
を
進
め
て
い
る

可
能
な
限
り
対
応
、支
援
し
て
い
く
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一 般 質 問



１　子どもたちの体力・学力向上施策について問う
２　公共料金の値上げに関する考え方について問う

▲令和５年４月に平均２割値上げ予定の水道料金

ツ
大
会
を
開
催
す
べ
き
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
を

宣
言
し
て
い
る
本
市
と
し
て
、

多
く
の
小
学
生
が
参
加
で
き

る
大
会
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
と
検
討
す
る
。

問　

令
和
４
年
度
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
、

本
市
は
全
国
・
県
平
均
よ
り

低
い
状
況
で
あ
っ
た
。
学
力

向
上
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　
令
和
元
年
度
か
ら
の
経

年
比
較
で
は
、
そ
の
差
が
縮

と
と
も
に
、
大
規
模
災
害
発

生
時
の
市
民
等
の
一
時
避
難

場
所
と
し
て
の
機
能
も
備
え

た
施
設
を
目
指
す
。

問　
地
域
防
災
活
動
拠
点
と

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
高
台
に
整
備
す
る
利
点

を
活
か
し
、
津
波
発
生
時
の

市
民
等
の
一
時
避
難
場
所
と

し
て
の
位
置
付
け
を
考
え
て

お
り
、
防
災
備
品
の
整
備
、

太
陽
光
発
電
等
に
よ
る
非
常

用
電
源
設
備
の
設
置
な
ど
、

ま
っ
て
い
る
。
個
別
支
援
や

教
員
の
授
業
力
向
上
を
図
る
。

問　
自
衛
官
を
含
め
転
勤
族

が
単
身
赴
任
で
は
な
く
、
本

市
で
子
育
て
を
し
た
い
よ
う

に
す
べ
き
で
は
。

答　
公
約
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
可
能
性
を
広
げ
伸
ば
す

学
力
の
向
上
を
推
進
す
る
。

２
件
目

問　
水
道
料
金
約
２
割
の
値

上
げ
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答　
段
階
的
値
上
げ
を
提
案

し
た
が
、
水
道
企
業
団
経
営

審
議
会
に
お
い
て
一
度
に
２

割
値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い

旨
の
答
申
を
得
た
と
伺
う
。

問　
下
水
道
料
金
の
値
上
げ

は
。

答　
考
え
て
い
な
い
。

問　
電
気
料
金
の
値
上
げ
が

予
想
さ
れ
る
な
か
、
女
川
原

子
力
発
電
所
２
号
機
の
再
稼

働
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答　
県
・
立
地
市
町
の
判
断

を
尊
重
す
べ
き
と
考
え
る
。

本
市
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
に
対

し
、
支
援
策
、
交
付
金
等
の

要
望
を
続
け
る
。

一
時
避
難
場
所
と
し
て
必
要

な
防
災
機
能
の
整
備
を
検
討

す
る
。

２
件
目

問　
住
宅
地
及
び
市
街
化
区

域
の
拡
大
が
必
要
で
は
。

答　
市
都
市
計
画
審
議
会
に

お
い
て
市
街
化
区
域
の
拡
大

に
つ
い
て
、
各
委
員
か
ら
前

向
き
な
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
後
、
県
等
と
協
議

を
進
め
、
早
期
に
市
街
化
区

域
の
拡
大
に
努
め
る
。

千葉　修一 議員

井出　方明 議員

１
件
目

問　
市
内
小
中
学
校
の
夏
休

み
の
プ
ー
ル
の
活
用
状
況
は
。

答　
11
日
間
で
延
べ
３
，
５

７
８
人
が
利
用
し
た
。

問　
小
学
生
の
市
内
ス
ポ
ー

１
件
目

問　
今
年
度
の
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

答　
令
和
６
年
春
の
開
業
を

目
指
し
、
道
路
管
理
者
で
あ

る
国
土
交
通
省
と
管
理
区
域

等
を
定
め
る
事
前
協
議
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
休

憩
施
設
と
地
域
振
興
施
設
の

基
本
設
計
等
も
進
め
て
い
る
。

問　
本
市
の
道
の
駅
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　
三
陸
自
動
車
道
利
用
者

の
安
全
・
安
心
な
道
路
利
用

に
供
す
る
休
憩
、
情
報
発
信

等
を
担
う
施
設
機
能
の
ほ
か
、

本
市
の
特
産
品
で
あ
る
牡
蠣

や
海
苔
、
施
設
園
芸
野
菜
等

の
提
供
に
よ
る
第
一
次
産
業

の
活
性
化
、
退
役
し
た
Ｔ
４

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
機
の
展

示
な
ど
の
観
光
振
興
を
行
う

▲令和６年春の開業に向け計画的な整備を

１　道の駅構想の進捗状況について
２　住宅地及び市街化区域の拡大を問う

問

問

答

答

子
ど
も
の
体
力・学
力
向
上
を
問
う

道
の
駅
構
想
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

教
員
の
授
業
力
向
上
等
に
努
め
る

令
和
６
年
春
の
開
業
を
目
指
す

13 人が市政をただす
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１　豪雨災害等における早急なインフラ整備の強靭化を図れ
２　道路交通の安全に関する諸課題について伺う
３　高齢化社会における喫緊の課題に対処せよ

１　地区自治会制度のあり方について問う
２　まちづくりへの市民の参画について問う

▲待たれる大曲地区信号機設置

▲７・15 の大雨で冠水した上下堤地区 う
拡
幅
等
を
検
討
す
る
。

問　
７
月
の
大
雨
被
害
を
受

け
た
農
家
の
営
農
継
続
に
向

け
、
種
苗
や
肥
料
、
農
薬
等

の
購
入
に
対
す
る
特
段
の
財

政
措
置
を
講
ぜ
よ
。

答　
国
・
県
に
よ
る
次
期
作

等
の
支
援
並
び
に
他
自
治
体

の
動
向
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

２
件
目

問　
都
市
計
画
道
路
矢
本
門

脇
線
の
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
県
公
安
委
員
会
へ
の

要
望
の
進
捗
状
況
は
。

答　
大
曲
小
学
校
東
側
道
路

と
の
交
差
点
信
号
機
は
、
世

界
的
な
半
導
体
不
足
で
資
機

材
の
調
達
が
遅
れ
て
い
る
が
、

年
度
内
設
置
の
回
答
を
得
て

い
る
。
ま
た
、
蜂
谷
浦
地
区

の
横
断
歩
道
も
、
年
度
内
設

置
の
回
答
を
得
て
い
る
。

問　
国
道
45
号
矢
本
歩
道
橋

撤
去
工
事
の
進
捗
状
況
と
撤

去
後
の
歩
行
者
の
安
全
確
保

対
策
は
。

答　
年
度
内
に
歩
道
橋
撤
去

が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

撤
去
後
速
や
か
に
安
全
対
策

工
事
に
着
手
す
る
。

３
件
目

問　
障
が
い
認
定
が
無
い
場

合
の
補
聴
器
助
成
制
度
を
設

け
る
べ
き
。

答　
来
年
度
実
施
に
向
け
前

向
き
に
検
討
す
る
。

問　
選
挙
投
票
時
の
メ
モ
等

の
持
ち
込
み
に
関
す
る
本
市

選
挙
管
理
委
員
会
の
所
見
は
。

答　
選
挙
人
自
ら
が
候
補
者

の
氏
名
等
を
記
載
し
た
メ
モ

を
投
票
所
に
持
参
す
る
こ
と

は
制
限
し
て
い
な
い
。

１
件
目

問　
上
下
堤
長
沢
地
区
か
ら

浅
井
地
区
ま
で
の
市
道
整
備

を
緊
急
に
行
う
べ
き
。

答　
豪
雨
災
害
時
の
有
事
の

際
、
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

自
治
会
と
の
意
見
交
換
の
場

を
継
続
し
、
双
方
の
関
係
性

を
深
め
、
今
後
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
。

２
件
目

問　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民

の
参
画
を
促
す
よ
う
、
積
極

的
に
市
民
か
ら
意
見
を
求
め
、

そ
の
結
果
を
公
表
す
る
よ
う
、

制
度
の
充
実
と
更
な
る
活
用

を
求
め
る
。

答　
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
、
市
政
懇
談
会
、
地
区
自

治
会
長
会
議
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル
で
意
見

受
け
付
け
な
ど
様
々
な
形
で

市
民
等
に
市
政
へ
の
意
見
と

参
加
を
求
め
て
い
る
。
な
お
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
計
画
策
定
等
の
際
は
、

市
民
の
代
表
と
し
て
計
画
策

定
委
員
か
ら
意
見
を
頂
戴
し
、

策
定
し
た
計
画
案
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
広

く
意
見
を
求
め
て
い
る
。

１
件
目

問　
地
区
自
治
会
と
地
域
自

治
組
織
（
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
な
ど
）
の
関
係
や
位
置
付

け
の
曖
昧
性
に
つ
い
て
の
課

題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
地
区
自
治
会
は
住
民
自

治
の
基
本
と
な
る
「
自
助
」

を
、
地
域
自
治
組
織
は
よ
り

大
き
な
地
域
で
考
え
る
「
共

助
」
を
担
い
、
双
方
が
自
立

し
た
立
場
で
連
携
・
協
力
す

る
関
係
に
あ
り
、「
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念

で
も
あ
る
。
今
後
も
自
治
組

織
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
継

続
し
た
周
知
に
努
め
る
。

問　
制
度
開
始
か
ら
の
振
り

返
り
と
住
民
自
治
の
今
後
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
市

民
も
含
め
た
検
討
機
関
の
設

置
を
提
案
す
る
が
い
か
に
。

答　
地
域
自
治
組
織
や
地
区

土井　光正 議員

阿部　秀太 議員

▲活発に行われる地区自治会活動

問

問

答

答

大
雨
時
の
国
道
45
号
の
冠
水
対
策
を

地
区
自
治
会
制
度
の
あ
り
方
を
問
う

国
交
省
に
嵩
上
げ
を
強
く
働
き
か
け
る

意
見
交
換
の
場
を
継
続
す
る
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１　レジ袋削減について
２　工業団地の分譲について

▲千葉市指定ごみ袋

和
２
年
に
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
実
験
当
初
は
、
ご
み
袋

を
レ
ジ
袋
に
使
用
す
る
こ
と

に
対
し
、
抵
抗
が
あ
る
旨
の

意
見
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

は
そ
う
い
っ
た
意
見
も
な
く
、

好
意
的
な
意
見
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
格
実

施
を
行
っ
て
い
る
。
買
い
物

袋
を
持
ち
歩
く
市
民
は
多
い

が
、
ふ
と
突
然
に
、
少
量
の

買
い
物
で
コ
ン
ビ
ニ
等
を
利

用
す
る
場
合
、
持
参
し
な
い

の
提
供
」
を
掲
げ
、
更
な
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
、
市
役
所
が
究
極
の
サ
ー

ビ
ス
業
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

実
践
し
て
い
る
。
ま
た
、
部

課
長
会
議
等
を
通
じ
て
、
職

員
に
笑
顔
と
元
気
な
あ
い
さ

つ
、
公
務
員
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
身
だ
し
な
み
の
徹
底
を

図
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も

に
、
課
長
補
佐
職
を
「
笑
顔

と
あ
い
さ
つ
リ
ー
ダ
ー
」
の

役
目
と
な
る
「
市
民
サ
ー
ビ

人
も
多
数
い
る
。
市
指
定
可

燃
ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
を
工
夫

し
、
市
指
定
可
燃
ご
み
袋
と

し
て
も
活
用
で
き
る
レ
ジ
袋

を
作
れ
ば
、
ご
み
と
し
て
捨

て
ら
れ
る
レ
ジ
袋
の
総
量
を

抑
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
削
減
に
寄
与
す
る
と
思
う

が
い
か
に
。

答　
千
葉
市
で
は
現
在
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
ス
ー
パ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
の
43
店
舗
で
、
通

常
の
レ
ジ
袋
の
購
入
か
、
千

葉
市
指
定
の
ご
み
袋
の
ど
ち

ら
か
を
選
択
し
て
購
入
で
き

る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い

る
。
千
葉
市
に
よ
れ
ば
、
実

証
実
験
期
間
中
は
、
平
均
１

割
程
度
の
レ
ジ
袋
の
削
減
が

見
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
の
数

値
は
公
表
を
控
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
レ
ジ
袋
削

減
に
は
一
定
程
度
の
効
果
が

あ
る
も
の
の
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
削
減
等
に
は
大
き
な
効
果

と
は
な
ら
な
い
と
推
測
す
る
。

本
市
で
は
、
マ
イ
バ
ッ
ク
の

利
用
が
定
着
し
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
マ
イ

バ
ッ
ク
の
利
用
を
推
進
す
る
。

ス
向
上
責
任
者
」
に
任
命
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
日

本
航
空
㈱
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
の
社

員
を
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
担
当

と
し
て
配
置
し
、
職
員
の
接

遇
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
客
室
乗
務
員
を
講

師
に
招
き
、
昨
年
度
は
全
職

員
、
今
年
度
は
課
長
補
佐
を

対
象
に
マ
ナ
ー
研
修
を
行
っ

た
。
引
き
続
き
、
笑
顔
が
習

慣
に
な
る
取
組
を
進
め
る
。

大橋　博之 議員

熊谷　昌崇 議員

問　
千
葉
市
で
は
、
イ
オ
ン

株
式
会
社
と
の
包
括
連
携
協

定
に
基
づ
き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
削
減
に
向
け
て
、

指
定
可
燃
ご
み
袋
を
レ
ジ
袋

に
使
用
す
る
実
証
実
験
を
令

問　
市
役
所
は
究
極
の
サ
ー

ビ
ス
業
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
市
役
所
は
市
内
最

大
の
企
業
で
あ
る
。
し
か
し
、

東
日
本
大
震
災
以
降
、
笑
顔

と
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
少
し

足
り
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

こ
れ
か
ら
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
、
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、

人
間
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

も
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

①
接
客
五
大
用
語
の
徹
底

②
笑
顔
が
習
慣
に
な
る
取
組

③
民
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
手

法
の
活
用

④
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
リ
ー

ダ
ー
の
設
置

⑤
笑
顔
と
元
気
な
あ
い
さ
つ

大
会
の
開
催

答　
市
第
２
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
に
「
爽
や
か
で

明
る
い
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス

１　今後の観光資源の活用方法を問う
２　笑顔と元気なあいさつを徹底せよ

▲笑顔で元気に市民サービス

問

問

答

答

レ
ジ
袋
削
減
に
つ
い
て

笑
顔
と
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
徹
底
せ
よ

マ
イ
バ
ッ
ク
の
利
用
を
推
進
す
る

更
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す

13 人が市政をただす
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１　市営墓地の整備について
２　住民要望による信号機設置について

１　通学路の整備について

▲小松台方向から集団登校する児童

▲児童の安全確保を

査
結
果
と
の
比
較
で
、「
必

要
と
す
る
」
が
２
・
２
３
倍

に
な
っ
た
。
自
由
意
見
で
は
、

取
得
費
用
や
管
理
費
が
安
価
、

宗
旨
宗
派
を
問
わ
な
い
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

答　
市
民
の
お
墓
に
対
す
る

考
え
方
や
お
寺
で
の
墓
地
経

営
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
市

営
墓
地
の
必
要
性
は
高
ま
っ

て
い
る
と
考
え
る
が
、
現
時

点
で
は
慎
重
な
判
断
が
必
要
。

２
件
目

　
信
号
機
設
置
見
通
し
は
。

問　
県
道
河
南
鳴
瀬
線
・
大

塩
地
区
清
泰
寺
前
の
横
断
歩

道
。
小
松
台
か
ら
大
塩
小
学

校
へ
の
通
学
路
で
、
登
下
校

時
の
安
全
確
保
の
た
め
横
断

歩
道
用
信
号
機
を
設
置
す
べ

き
。

答　
平
成
17
年
４
月
に
横
断

歩
道
を
設
置
。
そ
の
後
、
信

号
機
の
設
置
要
望
が
あ
り
、

平
成
30
年
７
月
に
学
校
、
石

巻
警
察
署
、
交
通
安
全
団
体
、

市
で
現
地
を
点
検
。
そ
の
際
、

石
巻
警
察
署
か
ら
信
号
機
の

設
置
は
、
常
時
使
用
の
見
込

み
が
低
い
た
め
難
し
い
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

問　
都
市
計
画
道
路
矢
本
門

脇
線
と
市
道
寺
沼
線
の
交
差

点
。
石
巻
市
側
の
全
面
開
通

に
よ
り
交
通
量
が
急
増
。
時

間
帯
に
よ
っ
て
は
横
断
、
合

流
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

答　
令
和
２
年
度
か
ら
石
巻

警
察
署
に
要
望
し
て
い
る
。

今
年
度
予
算
化
さ
れ
た
が
、

半
導
体
不
足
で
遅
れ
て
い
る
。

今
年
度
中
に
信
号
機
設
置
の

回
答
を
得
て
い
る
。

１
件
目

問　

市
営
墓
地
の
整
備
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
判

断
す
る
と
し
て
い
た
。
令
和

２
年
度
市
民
満
足
度
調
査
結

果
は
、
平
成
27
年
度
基
礎
調

鳴
瀬
未
来
中
学
校
ま
で
の
交

通
安
全
確
保
に
つ
い
て
。

答　
国
道
45
号
と
県
道
鹿
島

台
鳴
瀬
線
と
の
交
差
点
付
近

の
交
通
安
全
対
策
は
、
国
土

交
通
省
北
上
川
下
流
河
川
事

務
所
で
平
成
28
年
度
に
歩
道

の
整
備
を
行
っ
た
。
同
交
差

点
か
ら
鳴
瀬
未
来
中
学
校
ま

で
の
市
道
の
交
通
安
全
確
保

は
、
中
学
校
の
開
校
に
合
わ

せ
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

30
年
度
に
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
活
用
し
、
歩
道

と
自
転
車
通
行
帯
を
整
備
し

た
。
通
学
路
で
は
、
交
通
安

全
運
動
期
間
に
お
け
る
教
職

員
の
安
全
指
導
や
交
通
安
全

指
導
隊
に
よ
る
交
差
点
で
の

安
全
指
導
が
行
わ
れ
、
月
１

回
の
野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
に
よ
る
通
学
時
の
見
守
り

活
動
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
通
学
路
の
安
全
確

保
に
取
り
組
む
。

問　
県
道
鳴
瀬
南
郷
線
の
宮

前
交
差
点
か
ら
小
野
町
ま
で

の
歩
道
の
拡
幅
を
急
ぐ
べ
き
。

答　
登
下
校
時
に
自
転
車
と

歩
行
者
が
安
全
に
す
れ
違
え

な
い
状
況
の
た
め
、
県
に
対

し
拡
幅
を
要
望
し
た
。
県
で

は
、
早
期
の
事
業
化
に
は
課

題
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

引
き
続
き
要
望
す
る
。

問　
松
島
方
面
に
向
か
う
国

道
45
号
の
歩
道
改
良
を
す
べ

き
。

答　
こ
れ
ま
で
様
々
な
通
学

路
の
交
通
安
全
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
き
た
。
更
な
る
交
通

安
全
確
保
に
向
け
、
国
土
交

通
省
仙
台
河
川
国
道
事
務
所

に
要
望
す
る
。

問　
国
道
45
号
と
県
道
鹿
島

台
鳴
瀬
線
と
の
交
差
点
付
近

の
交
通
安
全
上
の
改
良
工
事

の
必
要
性
と
同
交
差
点
か
ら

長谷川　博 議員

滝　健一 議員

問

問

答

答

住
民
要
望・２
か
所
の
信
号
機
設
置
を

通
学
路
の
交
通
安
全
と
整
備
に
つ
い
て

大
塩
の
県
道
は
困
難
、寺
沼
線
年
度
内

更
な
る
交
通
安
全
確
保
に
向
か
う
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１　デジタル行政とマイナンバーの推進を問う
２　東日本大震災追悼式のあり方について

１　本市のデジタル課創設について
２　大雨発生時の汚水排水不良について問う
３　災害公営住宅の払い下げについて

▲デジタル改革で住民サービスの向上を

本
方
針
や
専
門
部
署
の
設
置

を
検
討
、
来
年
４
月
１
日
に

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
を
設
置
し
、

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
行
政

改
革
を
推
進
す
る
。

問　
専
門
職
員
の
配
置
は
。

答　
外
部
人
材
の
登
用
の
検

討
と
と
も
に
、
専
門
的
知
識

を
有
す
る
市
職
員
を
育
成
し
、

配
置
す
る
。

問　
全
て
の
市
民
が
デ
ジ
タ

ル
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
よ

う
、
市
民
目
線
の
改
革
を
。

治
体
Ｄ
Ｘ
導
入
の
必
要
性
を

理
解
す
る
た
め
の
研
修
を
開

催
す
る
。
ま
た
、
市
職
員
を

積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
研
修
に

参
加
さ
せ
る
。

問　
現
在
の
本
市
全
体
と
市

職
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
率
は
。

答　
本
市
全
体
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
、

令
和
４
年
９
月
11
日
現
在
で

43
．
42
％
で
あ
り
、
全
国
平

均
を
若
干
下
回
っ
て
い
る
。

答　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
、
防
災
や
暮
ら
し
の

情
報
を
受
け
取
れ
る
ア
プ
リ

の
導
入
な
ど
、
市
民
目
線
に

立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や

提
供
を
検
討
す
る
。

２
件
目　

問　

７
月
15
日
の
大
雨
で
、

汚
水
の
排
水
不
良
が
発
生
し
、

生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
況

が
確
認
さ
れ
た
。
早
急
に
対

策
を
講
じ
る
べ
き
。

答　
大
雨
に
よ
り
老
朽
化
し

た
汚
水
下
水
道
管
等
に
大
量

の
雨
水
が
侵
入
し
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
。
早
急
に
改
築

更
新
す
る
。

３
件
目

問　
災
害
公
営
住
宅
の
払
い

下
げ
に
つ
い
て
、
被
災
し
た

市
民
に
寄
り
添
っ
た
政
策
を
。

答　
こ
れ
ま
で
粘
り
強
く
要

望
し
て
き
た
こ
と
が
、
国
土

交
通
省
と
復
興
庁
か
ら
一
定

の
理
解
を
い
た
だ
き
、
高
い

ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
た
払
い
下

げ
が
確
実
に
前
に
進
ん
で
い

る
。
な
お
、
払
い
下
げ
価
格

は
、
不
動
産
鑑
定
額
と
同
一

と
国
で
定
め
て
い
る
。

本
市
職
員
の
取
得
率
は
、
68
．

６
％
で
あ
る
。

２
件
目

問　
東
日
本
大
震
災
追
悼
式

を
来
年
以
降
も
継
続
す
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　
犠
牲
者
へ
哀
悼
の
誠
を

捧
げ
る
と
と
も
に
、
震
災
を

語
り
継
ぎ
風
化
さ
せ
な
い
こ

と
で
も
あ
り
、
被
災
自
治
体

と
し
て
の
大
き
な
責
務
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続

的
に
開
催
す
る
。

櫻井　政文 議員

浅野　直美 議員

１
件
目

問　
持
続
可
能
な
市
政
運
営

実
現
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
課

を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
。

答　
本
年
10
月
31
日
に
Ｄ
Ｘ

推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
、
基

１
件
目

問　
デ
ジ
タ
ル
行
政
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
推
進
の
課
題
は
。

答　
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

行
政
改
革
を
推
進
し
、
持
続

可
能
な
市
政
運
営
の
実
現
を

期
し
て
、
本
年
10
月
31
日
に

Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
活
用

し
た
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
展
開
で
き
る
よ
う
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
努
め
る
。
ま
た
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
浸
透
に

つ
い
て
は
、
市
報
等
で
啓
発

す
る
ほ
か
に
、
チ
ラ
シ
の
配

布
や
出
張
申
請
窓
口
の
設
置

な
ど
に
よ
り
、
市
民
が
交
付

申
請
し
や
す
い
機
会
の
創
出

を
行
う
。

問　
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
の

取
組
は
。

答　
外
部
か
ら
講
師
を
招
き
、

幹
部
職
員
を
対
象
と
し
て
自

▲社会全体のデジタル化の推進にはマイナンバーカードの普及拡大が重要

問

問

答

答

本
市
に
デ
ジ
タ
ル
課
を
創
設
せ
よ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
推
進
を
問
う

来
年
４
月
１
日
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
設
置

制
度
の
浸
透
と
交
付
率
向
上
に
努
め
る
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　７月 12 日に県土木部所管の道路、河川及び港湾等の整備に
関する要望会、８月 25 日に農林水産業等の振興に関する要望
会を開催しました。この２つの要望会は、全市議会議員のほか、
地元選出県議会議員、市、県等関係機関が出席し、県へ要望書
の提出と要望箇所を現地確認するため毎年開催しています。こ
こでは、要望内容の一部をご紹介します。

吉田川堤防の川下地区における拡幅整備
について
●国道 45 号から分岐し松島町へ通じる県道鹿島台鳴

瀬線の区間は車道１車線であり、大型車と交差す
る際、危険であることから、ガードレールの設置
を含む拡幅整備を要望しました。

●吉田川堤防の災害防止のための強化・整備につい
て、国土交通省への働きかけを要望しました。

マリンレジャーによる迷惑行為の防止に
ついて
●本市の種牡蠣の準備や牡蠣の沖出し時期とマリン

レジャーのハイシーズンが重なり、ジェットスキー
による漁網や牡蠣養殖種施設へ侵入行為が発生し
ていることから、マリンレジャー愛好者に対する
安全啓発研修の開催やマリンレジャーが可能な区
域の指定などについて、対策と取組の強化を要望
しました。

▲農林水産業等の振興に関する 16 項目の要望書
を提出する渥美市長、小野市議会議長、小山
副市長（８月 25 日、矢本東市センター）

道路拡幅整備、ほ場整備事業の推進等、
地域の要望の実現を
宮城県東部地方振興事務所長、東部土木事務所長、
石巻港湾事務所長等に要望書を提出

ほ場整備事業の推進について
●「西小松地区」、「深谷西地区」、「上下堤・川

下地区」の事業推進と「下福田・新田地区」、「髙
松地区」の新規採択を要望しました。

県立都市公園矢本海浜緑地の整備につ
いて
●現在着手しているバーベキュー施設への屋根と

風防施設の設置工事について、早期完了を要望
しました。

●小学校低学年用・高学年用の遊戯の更なる整備
を要望しました。

「ほ場整備」ってなあに？
小さい水田や形のいびつな水田を大きな長方形に整
理したり、農業用水路や農道の整備をすること
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常任委員会視察レポート
視察をして、本市でも取り入れるべきと思った内容については、
議員が議会で一般質問等を行ったよ

　

令
和
４
年
７
月
６
日
か
ら
８

日
ま
で
２
泊
３
日
で
行
政
視
察

を
行
っ
た
。
視
察
先
は
、
愛
知

県
名
古
屋
市
、
小
牧
市
、
江
南

市
及
び
豊
橋
市
で
あ
る
。

☆
名
古
屋
市
視
察

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
に
つ
い
て
」

　

名
古
屋
市
は
、
令
和
元
年
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ

れ
、
名
古
屋
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を
推
進
し
て

い
る
。
推
進
す
る
う
え
で
、
企

業
・
団
体
・
大
学
等
に
会
員
と

な
る
よ
う
働
き
か
け
た
と
こ
ろ

３
５
０
名
の
会
員
が
集
ま
っ
た
。

〇
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績

　

会
員
が
一
堂
に
会
す
る
全
員

総
会
を
開
催
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経

営
に
関
す
る
基
調
講
演
や
パ
ネ

ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
機

運
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

〇
今
後
の
展
開

　

会
員
間
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
通
じ

た
事
業
連
携
を
促
進
す
る
た
め
、

会
員
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援

し
て
い
く
。

〇
ま
と
め

　

名
古
屋
市
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
土
台

に
３
５
０
名
の
会
員
を
集
め
、

会
員
間
の
連
携
を
図
り
、
本
市

ポ
イ
ン
ト
１
円
）

〇
ま
と
め

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い

る
現
在
、
こ
ま
き
支
え
合
い
い

き
い
き
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
創
設

し
、
更
に
そ
の
ポ
イ
ン
ト
で
１

万
円
（
実
質
１
万
２
千
円
分
）

の
商
品
券
を
交
換
で
き
る
よ
う

に
し
た
発
想
は
素
晴
ら
し
い
取

組
で
あ
る
。

☆
江
南
市
視
察

「
市
民
協
働
・
市
民
活
動
に
つ

い
て
」

　

江
南
市
は
、
平
成
23
年
４
月

１
日
に
江
南
市
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
等
を
定
め

た
「
江
南
市
市
民
自
治
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
、

ま
た
、
市
民
自
治
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平

成
26
年
４
月
１
日
に
「
江
南
市

市
民
参
加
条
例
」
を
施
行
し
た
。

〇
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
（
主

な
も
の
）

・
活
動
の
場
の
提
供
（
市
民
・

協
働
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

の
今
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
役

立
つ
成
功
事
例
で
あ
る
。

☆
小
牧
市
視
察

「
こ
ま
き
支
え
合
い
い
き
い
き

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」

　

小
牧
市
は
、
介
護
施
設
や
サ

ロ
ン
等
の
手
伝
い
、
地
域
の
支

援
・
助
け
合
い
活
動
等
の
促
進

や
、
高
齢
者
の
介
護
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
活
動
に
応
じ
て

市
内
限
定
商
品
券
と
交
換
で
き

る
「
こ
ま
き
支
え
合
い
い
き
い

き
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
を
平
成
29

年
10
月
に
創
設
し
た
。

〇
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
（
令

和
３
年
度
の
主
な
も
の
）

・
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
申
請
者
数

１
，
４
１
６
人

・
ポ
イ
ン
ト
交
換
者
数
８
３
３

人
・
交
換
ポ
イ
ン
ト
数
１
，
６
７

９
，
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
（
１

・
活
動
に
対
す
る
保
険
加
入

（
市
民
活
動
総
合
保
障
制
度
）

・
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

〇
今
後
の
展
開

・
江
南
市
南
部
に
住
民
協
働
に

よ
る
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

等
を
目
的
と
し
た
袋
駅
東
複

合
公
共
施
設
を
整
備
（
令
和

５
年
４
月
開
館
予
定
）。

〇
ま
と
め

　

市
民
が
直
接
政
策
提
案
で
き

る
画
期
的
な
条
例
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
提
案
実
績
が
な
く
、

議
員
が
市
民
の
声
を
聴
き
、
市

政
へ
届
け
る
重
要
性
を
改
め
て

感
じ
た
。

☆
豊
橋
市
視
察

道
の
駅
「
と
よ
は
し
」
の
概
要

に
つ
い
て

〇
概
要

　

道
の
駅
「
と
よ
は
し
」
は
、

国
道
23
号
名
豊
道
路
豊
橋
東
バ

イ
パ
ス
七
根
Ｉ
Ｃ
そ
ば
に
位
置

す
る
。
元
々
、
Ｊ
Ａ
の
直
売
所

が
あ
っ
た
場
所
を
拡
張
し
、
防

災
機
能
を
備
え
た
道
の
駅
と
し

て
令
和
元
年
５
月
に
開
設
。

・
営
業
時
間
９
時
か
ら
17
時

・
駐
車
場
２
５
８
台
（
大
型
82

台　

小
型
車
１
７
６
台
）

・
敷
地
面
積
３
７
，
７
８
５
㎡

・
建
屋
詳
細

①
西
側　

ト
マ
ッ
テ
建
築
面
積

２
，
１
０
５
．
８
８
㎡

②
東
側  

ト
イ
レ
・
情
報
提
供
施

建
築
面
積
３
７
３
．
０
６
㎡

・
道
の
駅
と
よ
は
し
駅
長
は
、

直
売
所
運
営
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
。

・
道
の
駅
と
よ
は
し
の
副
駅
長

は
、
元
豊
橋
市
職
員
（
平
成

23
年
入
庁
）
で
経
済
産
業
省

へ
出
向
経
験
が
あ
る
。
令
和

元
年
道
の
駅
「
と
よ
は
し
」

に
出
向
し
、
令
和
４
年
３
月

に
豊
橋
市
役
所
を
退
職
し
、

道
の
駅
「
と
よ
は
し
」
の
副

駅
長
と
し
て
就
任
。

〇
道
の
駅
副
駅
長
か
ら
の
助
言

・
商
圏
の
設
定
、
メ
デ
ィ
ア
の

活
用
、
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
商
品
の
開
発
及
び
陳

列
。

・
第
３
セ
ク
タ
ー
に
委
託
す
る

場
合
、
市
の
出
資
比
率
は

50
％
以
下
、
理
想
は
25
％
以

下
が
望
ま
し
い
。

〇
ま
と
め

　

道
の
駅
「
と
よ
は
し
」
は
、

地
理
的
有
利
性
も
あ
る
が
、
副

駅
長
の
考
え
方
が
斬
新
で
学
ぶ

点
が
多
く
、
本
市
で
予
定
し
て

い
る
道
の
駅
の
経
営
戦
略
と
し

た
い
と
感
じ
た
。

総
務
常
任
委
員
会
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常任委員会視察レポート
視察をして、本市でも取り入れるべきと思った内容については、
議員が議会で一般質問等を行ったよ

　

令
和
４
年
７
月
５
日
か
ら
７

日
ま
で
、
２
泊
３
日
で
所
管
事

務
調
査
に
係
る
行
政
視
察
を

行
っ
た
。
視
察
先
は
、
愛
知
県

豊
橋
市
、
春
日
井
市
、
長
久
手

市
及
び
北
名
古
屋
市
の
４
自
治

体
で
あ
る
。

☆
豊
橋
市
視
察

「
豊
橋
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
」

　

①
豊
橋
ブ
ラ
ン
ド
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
②
ど
の
世
代
も
住
み

や
す
い
・
住
み
た
く
な
る
豊
橋

Ｐ
Ｒ
③
多
様
な
人
財
が
行
き
交

う
活
力
あ
ふ
れ
る
豊
橋
創
出
の

３
つ
の
戦
略
を
掲
げ
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
核
と
な
る
４
つ

の
コ
ン
テ
ン
ツ
（
手
筒
花
火
、

路
面
電
車
、
の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
、

と
よ
は
し
食
文
化
）
を
設
定
し
、

既
存
活
動
の
発
展
と
各
種
団
体

が
共
通
認
識
を
持
ち
、
基
本
的

な
方
針
と
戦
略
を
共
有
し
て
い

る
。「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
豊
橋
」

を
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

合
言
葉
と
し
、
市
民
の
認
知
度

は
高
く
、
更
に
広
く
全
国
の

方
々
か
ら
認
知
さ
れ
る
よ
う
設

定
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
今
あ
る
資
源
を
最
大
限
活
用

大
葉
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
次
郎

柿
、
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
、

胡
蝶
蘭
、
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
等

で
あ
る
。
畜
産
・
林
業
・
漁

業
で
は
、
う
ず
ら
卵
、
肉
牛

（
黒
潮
牛
）、
豚
、
鶏
、
き
の
こ
、

う
な
ぎ
（
地
域
ブ
ラ
ン
ド
）
が

あ
る
。
海
外
輸
出
事
業
へ
の
取

組
も
強
化
し
て
い
る
。
道
の
駅

を
活
用
し
た「
地
産
地
消
」、「
食

農
教
育
」、「
６
次
産
業
化
」
の

取
組
は
、
本
市
の
道
の
駅
開
設

に
向
け
て
参
考
に
な
っ
た
。

☆
春
日
井
市
視
察

「
企
業
誘
致
の
取
組
に
つ
い
て
」

　

名
古
屋
市
の
北
東
部
に
隣
接

し
、
鉄
道
、
道
路
、
空
港
な
ど

の
利
便
性
の
高
い
交
通
網
や
充

実
し
た
都
市
基
盤
を
有
し
て
い

る
。
企
業
に
選
ば
れ
る
要
因
は
、

①
交
通
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
た
利

便
性
の
高
さ
②
企
業
に
選
ば
れ

る
好
立
地
条
件
（
計
画
的
に
産

業
機
能
を
誘
導
す
る
「
産
業
誘

し
、
市
民
が
納
得
す
る
イ
メ
ー

ジ
戦
略
の
合
言
葉
（
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
）
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
る
。

「
道
の
駅
「
と
よ
は
し
」
の
概

要
に
つ
い
て
」

　

愛
知
県
内
17
の
道
の
駅
中
敷

地
面
積
が
最
大
級
（
３
７
，
７

８
５
㎡
）
で
あ
り
、
県
内
で
初

め
て
備
蓄
倉
庫
を
備
え
た
「
地

域
防
災
活
動
拠
点
」
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
た
道
の
駅
で
あ
る
。

　

地
域
振
興
施
設
「
ト
マ
ッ

テ
」
は
、
地
元
農
産
物
を
使
用

し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
６
次
産
業
化
商
品
や

地
元
特
産
品
を
販
売
し
て
い
る
。

ま
た
、
農
産
物
直
売
施
設
「
ア

グ
リ
パ
ー
ク
食
彩
村
」
が
あ
る
。

年
間
販
売
高
は
16
億
円
に
の
ぼ

り
、
年
間
来
場
者
数
は
２
０
０

万
人
を
超
え
る
。

「
豊
橋
市
の
農
業
に
つ
い
て
」

　

豊
川
用
水
の
豊
か
な
水
と
温

暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
露
地
野

菜
、
果
樹
、
園
芸
作
物
、
稲
作

な
ど
多
種
多
様
な
作
物
が
栽
培

さ
れ
て
い
る
。
農
業
産
出
額
は

４
３
４
億
円
で
全
国
10
位
で
あ

る
。
主
な
農
産
物
は
ト
マ
ト
、

導
ゾ
ー
ン
」
を
定
め
、
立
地
に

つ
い
て
要
件
を
緩
和
し
進
出
を

促
進
し
て
い
る
。）
③
幅
広
い

産
業
が
集
積
す
る
バ
ラ
ン
ス
の

良
さ
④
充
実
し
た
企
業
支
援
施

策
⑤
優
れ
た
立
地
環
境
（
充
実

の
教
育
・
子
育
て
環
境
、
未
来

の
産
業
の
担
い
手
と
な
る
豊
富

な
人
材
と
し
て
８
つ
の
高
等
学

校
と
中
部
大
学
が
立
地
し
て
い

る
。）

☆
長
久
手
市
視
察

「
農
を
テ
ー
マ
と
し
た
ま
ち
づ

く
り　
田
園
バ
レ
ー
計
画
に
つ

い
て
」

　

急
激
な
都
市
化
に
よ
り
市
街

化
区
域
・
市
街
化
調
整
区
域
と

の
交
流
の
促
進
を
図
る
「
農
都

共
生
社
会
」
を
目
指
し
、
地
産

地
消
の
推
進
、
高
付
加
価
値
、

長
久
手
ブ
ラ
ン
ド
を
実
現
す
る

た
め「
田
園
バ
レ
ー
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
都
市
近
郊
だ
か
ら

こ
そ
可
能
な
農
業
展
開
を
図
っ

て
い
る
。
取
組
・
成
果
に
お
い

て
は
、
①
年
間
来
場
者
44
万
人

が
訪
れ
る
田
園
バ
レ
ー
交
流
施

設
「
あ
ぐ
り
ん
村
」
②
生
産
者

と
消
費
者
の
交
流
の
場
と
な
る

農
産
物
直
売
所「
市
・
ご
ざ
ら
っ

せ
」
③
土
に
触
れ
農
的
体
験
が

で
き
る
市
民
農
園
「
た
が
や
っ

せ
」
④
農
業
の
基
本
的
な
知
識

と
作
業
を
習
得
す
る
長
久
手
農

楽
校
⑤
生
き
る
力
や
世
代
を
超

え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
育
む
平
成
こ
ど
も
塾
「
丸
太

の
家
」
の
取
組
に
よ
り
、
田
園

バ
レ
ー
事
業
の
成
果
は
表
れ
て

い
る
。

��

☆
北
名
古
屋
市
視
察

「
企
業
誘
致
の
取
組
に
つ
い
て
」

　

愛
知
県
内
の
内
陸
用
地
と
し

て
希
少
な
立
地
条
件
で
あ
り
、

開
発
方
法
は
土
地
区
画
整
理
事

業
を
選
択
し
、
保
留
地
処
分
金

で
ほ
ぼ
事
業
費
を
賄
っ
て
い
る
。

面
積
約
33 

ha
の
地
区
を
大
中
企

業
立
地
ゾ
ー
ン
、
住
居
系
ゾ
ー

ン
、
既
存
企
業
等
立
地
ゾ
ー
ン
、

自
己
利
用
ゾ
ー
ン
、
農
地
集
約

ゾ
ー
ン
に
分
け
、
効
率
的
な
区

分
に
よ
り
、市
の
活
力
の
維
持
・

向
上
に
寄
与
す
る
産
業
集
積
を

図
っ
て
い
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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９
月
定
例
会
は
、
決
算
議

会
で
も
あ
り
ま
す
。
前
年

度
の
予
算
執
行
が
適
正
に
行

わ
れ
た
か
、
市
民
に
付
託
さ

れ
た
議
員
の
頑
張
り
ど
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

決
算
審
査
は
、
次
年
度
予
算

編
成
等
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
か
ら
で
す
。
各
分
科
会

審
査
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
で
も
行
い
、
開
か
れ
た

議
会
の
姿
勢
で
臨
ん
で
い
ま

す
。

　

是
非
、
一
人
で
も
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
、
視
聴
し
て

い
た
だ
き
た
い
思
い
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
委
員
会
で
は
、

次
期
改
選
後
の
議
員
定
数
の

あ
り
方
の
議
論
も
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
改
選
前
ま

で
に
、
早
期
の
結
論
を
出
す

べ
く
努
力
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
に
注
目
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 

（
小
野　

恵
章
）

 

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

熊
谷　

昌
崇

副
委
員
長　

櫻
井　

政
文

委　
　

員　
手
代
木
せ
つ
子

委　
　

員　

浅
野　

直
美

委　
　

員　

土
井　

光
正

委　
　

員　

小
野　

惠
章

次回の定例会は
12月7日㈬〜
午前 10 時開会
※日程は変更となる場合があります。
※新型コロナ等の状況により傍聴を中
　止する場合があります。
※詳しくは市議会ＨＰをご覧ください。

議会運営および活動状況

６月  8 日　総務常任委員会
　      ９日　議会運営委員会、総務常任委員会、
　　　　　　議員全員説明会
　　 14 日　民生教育常任委員会、産業建設常任委員会
　　 17 日　議員定数と報酬等に関する調査特別委員会
　　 23 日　松島町議会教育民生常任委員会視察来庁
　　 27 日　議会運営委員会、総務常任委員会
７月  5 日〜 7 日　産業建設常任委員会所管事務調査行政
　　　　　　　　　視察
　　　6 日〜 8 日　総務常任委員会所管事務調査行政視察
　　 11 日　広報常任委員会
　　 13 日　愛知県春日井市議会厚生委員会視察来庁
　　 28 日　議会運営委員会
　　 29 日　民生教育常任委員会
8 月　2 日　基地対策特別委員会
　　 10 日　基地対策特別委員会
　　 22 日　議会運営委員会、会派代表者会議
　　 24 日　全国市議会議長会会長視察来庁
9 月　1 日　議会運営委員会、広報常任委員会、

　　　　議員全員説明会

（令和４年６月定例会開会以降）
全国市議会議長会会長が

本市を視察
　全国市議会議長会の清水富雄会長（神奈川県横
浜市会議長）が東日本大震災被災地視察のため本
市を訪れました。渥美市長と小野市議会議長への
表敬訪問後、本市の復興の現状と取組・課題につ
いて説明を受け、防災拠点備蓄基地、東日本大震
災復興祈念公園、震災復興伝承館などを視察しま
した。（８月24日、市役所応接室）

会期日程は
こちら！

議会だよりをお読みい
ただいた感想やご意見
を、ぜひお聞かせ下さい。
●アドレス
h - g i k a i @ c i t y .
higashimatsushima.
miyagi.jp

◀
傍
聴
席
か
ら
見
た
議
会
の
様
子

ご意見・ご提案、お待ちしています
　本市議会では、市役所（矢本・鳴瀬）及び各市
民センターに目安箱を設置しています。市内有
料バスの運行要望等については、市への情報提
供や提案を行っています。
　議会や議員に対する意見・要望については、
全議員に周知しています。
　引き続き、皆様からのご意見やご提案をお待
ちしております。

※目安箱に記載いただく際は、意見等の対象がどこ
宛てのものなのか（議会、市、または市民センター
など関係機関）を明確に
ご記入いただきますよう
お願いいたします。
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